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Presenter
Presentation Notes
本日は、最近実用化が近くなったと云われるCO2地中貯留技術、とくに、帯水層貯留技術についてご紹介します。この図にありますように、火力発電所や製鉄所等の大規模CO2排出源からCO2を分離回収して、陸域や海域にある帯水層へCO2を圧入しようというものです。帯水層というのは、このような顕微鏡写真で見ると、砂岩でできた地層で古代の海水が浸み込んでいるところです。この水を押しのけて圧入するのですが、CO2は時間とともに水に溶け、さらに、数1000年後には、砂岩と反応して固体の鉱物になります。なお、CO2が漏れ出てこない地層としては、帯水層の上に泥岩でできた水を透さない不透水層がある場所を選択する必要があります。
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